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学位論文審査結果の要旨
本学位論文に関して，第１回学位論文審査委員会を開催し，提出された論文および関連資料について検討
した。平成１４年１月３０日の口頭発表後，第２回審査委員会を開催し，協議の結果，以下のとおり判定した。
本論文は，側方押し出し（EqualChannelAngularPressing：ＥＣAP）法により作製したサブミクロンオー
ダーの結晶粒径を有する，バルク状の超微結晶金属材料の機械的特性について検討したものである。とくに
疲労特性に注目し，純銅，ニッケル，アルミニウム合金（A5056合金)，銅合金（Cu-Cr-Zr合金）を対象に，
アコーステイックエミッション法を適用し，変形およびき裂の発生にいたるまでの解析を試みている。その
結果として，超微結晶金属のぎ裂の発生は，ShearBandに代表されるひずみの局在化が主因であり，それは
粒界に沿って発生することを明らかにした。また，アルミニウム合金において，ECAＰ処理後，再結晶温度よ
りも十分低い温度で短時間熱処理（アニール）することにより，非平衡組織の回復が生じ，それに伴って引
張りおよび疲労特性が向上することを見いだした。さらに，ＣｒとＺｒを含む析出硬化型銅合金では，ECAＰ処
理後，適当な温度で時効処理することにより，高サイクル疲労特性が著しく向上することを認めた。
以上のとおり，本論文は超微結晶金属材料の疲労特性について検討するためにアコーステイックエミッ
ション法を適用し，学術上有益な知見を得ている。よってプ博士（学術）論文に値するものと判定する。
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